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 トピックス

　
下
関
商
業
高
校
３

年
の
小
田
大
樹
さ
ん

が
、
７
月
１０
日
～
１４

日
ま
で
ウ
ク
ラ
イ
ナ

の
ド
ネ
ツ
ク
で
開
催

さ
れ
た
第
８
回
世
界

ユ
ー
ス
陸
上
競
技
選

手
権
大
会
に
、
走
り

幅
跳
び
と
メ
ド
レ
ー

世界ユース陸上で
銅メダル

リ
レ
ー
の
選
手
と
し
て
出
場
し
、
メ
ド

レ
ー
リ
レ
ー
で
見
事
、
銅
メ
ダ
ル
を
獲

得
し
ま
し
た
。

　
７
月
２６
日
に
は
、
中
尾
友
昭
市
長
に

大
会
の
結
果
報
告
を
行
い
、「
次
は
、
走

り
幅
跳
び
で
世
界
の
表
彰
台
に
登
り
た

い
」と
力
強
く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

巌流島決戦
下関カッターレース

　
「
第
２
回
巌
流
島

決
戦
下
関
カ
ッ
タ
ー

レ
ー
ス
大
会
」が
８

月
４
日
に
下
関
漁
港

前
面
海
域
で
あ
り
ま

し
た
。
市
内
の
チ
ー

ム
を
中
心
に
、
全
国

か
ら
昨
年
よ
り
多
い

５４
チ
ー
ム
が
参
加
。
各

チ
ー
ム
は
、
１８０
㍍
の
コ
ー
ス
を
往
復
し

て
タ
イ
ム
を
競
い
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
下
関
市
が
復
興
支
援
し
て

い
る
岩
手
県
宮
古
市
の
高
校
生
チ
ー
ム

や
市
内
の
吉
見
小
学
校
の
チ
ー
ム
も
元

気
に
参
加
し
、
詰
め
か
け
た
応
援
団
が

盛
ん
に
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

ジュニア（吉見小学校の２チーム）

（左から）㈱ひびき精機／松山社長、山口県／和田審議監、中尾市長

　
菊
川
町
の
豊
東
工

業
団
地
に
あ
る
株
式

会
社
ひ
び
き
精
機
が
、

同
工
業
団
地
内
に
新

工
場
を
建
設
す
る
こ

と
が
決
定
し
ま
し
た
。

７
月
３１
日
、
市
役
所

で
山
口
県
の
立
ち
会

い
の
下
、
下
関
市
と

新工場建設
協定調印式

同
社
と
の
間
で
新
工
場
建
設
協
定
調
印

式
が
あ
り
ま
し
た
。

　
同
社
の
精
密
金
属
加
工
技
術
を
生
か

し
て
、
半
導
体
製
造
装
置
の
部
品
な
ど

を
製
造
し
て
い
ま
す
が
、
建
築
面
積
約

２
０
０
０
平
方
㍍
の
新
工
場
で
新
た
に

航
空
機
部
品
を
製
造
し
ま
す
。

避難所設営訓練の様子

　
７
月
２８
日
、「
夏
休

み
親
子
避
難
所
体
験
」

が
下
関
市
立
青
年
の

家
で
あ
り
、１６
家
族
・

約
５０
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
こ
の
催
し
は
、
市

民
に
対
す
る
防
災
意

識
の
高
揚
と
知
識
の

夏休み親子
避難所体験ｉｎ２０１３

普
及
・
啓
発
、
災
害
時
に
お
け
る
職
員

の
対
応
力
向
上
を
図
る
た
め
に
毎
年
行

わ
れ
、
今
回
で
１０
回
目
で
す
。

　
参
加
し
た
皆
さ
ん
は
、
避
難
所
設
営

訓
練
や
給
水
車
に
よ
る
給
水
訓
練
、
炊

き
出
し
訓
練
な
ど
を
体
験
し
、
防
災
意

識
を
高
め
ま
し
た
。
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しゅん・かん・びと
　
幸
町
の
児
童
書
専
門
店「
こ
ど

も
の
広
場
」代
表
の
横
山
眞
佐
子

（
65
）さ
ん
が
、
こ
の
た
び
青
少

年
文
化
の
向
上
と
普
及
に
貢
献

し
た
個
人
と
団
体
に
贈
ら
れ
る

久
留
島
武
彦
文
化
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。

　
横
山
さ
ん
は
、
１
９
７
９
年

に
同
店
を
開
き
、
約
15
年
前
か

ら
市
内
の
小
学
校
を
中
心
に
選

書
会
を
始
め
ま
し
た
。
選
書
会

は
、
よ
り
多
く
の
子
ど
も
た
ち

に
本
と
触
れ
合
っ
て
も
ら
う
た

め
に
開
か
れ
、
横
山
さ
ん
た
ち

が
新
刊
５
０
０
０
冊
に
目
を
通

し
、
そ
の
中
か
ら
選
び
抜
か
れ
た
本

が
学
校
に
持
ち
込
ま
れ
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
は
そ
の
中
か
ら
好
き
な
本
に

投
票
し
、
よ
り
多
く
の
投
票
が
あ
っ

た
も
の
か
ら
図
書
室
の
本
に
な
り
ま

す
。
選
書
会
で
は
本
に
興
味
を
持
っ

て
も
ら
う
た
め
に「
ブ
ッ
ク
ト
ー

ク
」を
行
い
、
子
ど
も
た
ち
が

本
を
選
ぶ
手
助
け
も
し
ま
す
。

自
分
が
本
を
選
ぶ
こ
と
で
主
体

性
が
引
き
出
さ
れ
る
と
い
う
効

果
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　
横
山
さ
ん
は
幼
少
の
頃
、
病

弱
で
つ
ら
い
思
い
を
し
て
い
ま

し
た
が
、
お
父
さ
ん
が
本
の
読

み
聞
か
せ
を
し
て
く
れ
る
こ
と

で
、
苦
し
み
を
忘
れ
本
に
癒
や

さ
れ
ま
し
た
。
本
を
読
む
こ
と

で
、
自
分
を
現
実
の
苦
し
み
か

ら
引
き
離
す
こ
と
が
で
き
、
現

実
に
戻
っ
た
時
に
少
し
違
う
場

所
に
立
っ
て
物
事
を
考
え
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
が
あ
る
と
語
り
ま
す
。

一
人
で
も
多
く
の
子
ど
も
が
本
に
癒

や
さ
れ
、
豊
か
な
時
間
を
過
ご
せ
る

よ
う
に
、
横
山
さ
ん
は
こ
れ
か
ら
も

活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

「子どもたちが本を手に取る
所までをつないでいきたい」

横よ
こ

山や
ま

　
眞ま

佐さ

子こ

さ
ん

「
第
53
回 

久
留
島
武
彦
文
化
賞
」受
賞

旬 関
今、話題のひとを紹介します

国登録有形文化財
４件増えました

　
７
月
１９
日
の
国
の

文
化
審
議
会
の
答
申

を
受
け
、
旧
宮
崎
商

館（
田
中
町
）と
護
國

寺（
上
田
中
町
二
丁

目
）に
あ
る
清
正
公
堂
、

納
骨
堂
、
門
柱
の
計

４
件
が
、
国
の
登
録

有
形
文
化
財
に
登
録

一
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
、
れ
ん
が
造

り
の
２
階
建
て
で
す
。
現
在
、
１
階
は

医
院
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
護
國
寺
の
清
正
公
堂
は
戦
国
武
将
・

加
藤
清
正
を
祭
っ
た
堂
で
１
８
９
７
年

に
建
築
。
納
骨
堂
と
門
柱
は
、
そ
れ
ぞ

れ
１
９
２
１
年
と
１
９
０
６
年
に
建
築

さ
れ
ま
し
た
。
同
寺
の
本
堂
は
、
２
０

０
３
年
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

韓国伝統生活
文化体験展

　
下
関
市
・
釜
山
広

域
市
姉
妹
都
市
締
結

３７
周
年
を
記
念
し
、

７
月
２３
日
～
２５
日
、

韓
国
伝
統
生
活
文
化

体
験
展
が
ド
リ
ー
ム

シ
ッ
プ
で
あ
り
ま
し
た
。

　
２３
・
２４
日
は
ビ
ビ

ン
バ
、
チ
ャ
プ
チ
ェ
、

プ
ル
コ
ギ
な
ど
の
伝
統
料
理
実
演
が
あ

り
ま
し
た
。
講
師
が
伝
統
的
な
宮
廷
料

理
で
使
用
さ
れ
た
食
材
の
説
明
を
す
る

と
、
訪
れ
た
人
は
皆
、
興
味
津
々
に
聞

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
同
時
に
、
韓
国

伝
統
文
化
生
活
用
品（
工
芸
や
刺
し
ゅ

う
、
装
飾
）の
展
示
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

護國寺納骨堂・護國寺清正公堂（右）

護國寺門柱 旧宮崎商館

さ
れ
ま
す
。

　
旧
宮
崎
商
館
は
、
１
９
０
７
年
に
石

炭
輸
出
や
炭
鉱
経
営
を
行
っ
た
宮
崎
儀

食材の説明オープニングセレモニー


